
 

 

                                         

 

▷ 

 

     チャッピーを考える    校長 植田 孝一 

本物の輝きに触れる夏へ：一学期のしめくくりに寄せて 
保護者の皆様、地域の皆様、日頃より本校の教育活動に温かいご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。

入道雲が青空に力強く湧き上がり、校庭からは早くもセミの大合唱が聞こえてくる季節となりました。まばゆい夏の光を

浴びながら、子どもたちは一学期のしめくくりに向けて、学習に運動にと全力で励んでいます。いよいよ今月下旬からは、

子どもたちが待ちに待った夏休みが始まります。この一学期間で、心も体もひと回り大きく成長した子どもたちの姿を、

大変頼もしく感じている今日この頃です。 

ロボットの「チャッピー」と、未来を生きる子どもたち 
さて、皆様は「チャッピー」という名前を聞いて、どのような姿を思い浮かべるでしょうか。ある世代の方にとっては、

かつて家庭用ロボットの先駆けとして日本中で愛された犬型のペットロボットかもしれません。また、映画ファンの方な

ら、人間の感情を学習し、心を持ってしまった最先端のAIロボットを描いたSF映画を思い出す方もいるでしょう。 

これらの「チャッピー」の物語に共通しているのは、「単なる便利な機械ではなく、人間と心を通わせ、共に生きてい

くパートナー」として描かれている点です。 

かつてはSF映画の中だけの夢物語だった「自分で考えて言葉を話し、感情を豊かに表現するAIやロボット」は、今や

私たちのすぐ身近な現実のものとなりました。子どもたちが大人になる未来社会では、さらに進化した「チャッピー」の

ような存在が、家庭や職場で当たり前のように活躍していることでしょう。 

便利な時代だからこそ、大切にしたい「生きた体験」 
本校でも、授業の中でタブレット端末を日常的に活用しています。子どもたちが巧みにデジタル機器を使いこなし、世

界中の情報へと瞬時にアクセスする姿には目を見張るものがあります。しかし、技術がどれほど進歩し、世の中が便利に

なっても、小学校教育の根底にある「変えてはならない大切なもの」は変わりません。 

それは、「五感を使って本物に触れる体験」であり、「人と人との生身の関わりの中で心を耕すこと」です。 

映画に登場するチャッピーは、周囲の人間から優しくされれば優しい心を、乱暴に扱われれば傷つき荒んだ心を学習し

ていきました。これは、これからの時代を生きる子どもたちの教育にも、大きなヒントを与えてくれます。子どもたちの

豊かな感性や本物の知恵は、画面の中のデータだけでは育ちません。次のような「生きた体験」があって初めて、深く根

を張るのです。 

・夏の自然を五感で知る： じりじりと照りつける太陽の熱さ、プールに飛び込んだときの水の冷たさ、夕立のあとの土の匂い 

・人とぶつかり、つながる： 友達と意見が合わずに悩み、話し合い、お互いの良さを認め合う経験 

・汗を流してやり遂げる： 暑さに負けず、係活動や大掃除などを仲間と協力してやり遂げた達成感 

これらは、どんなに優秀なAIであっても代わってあげることのできない、人間だからこそ感じられる「心の栄養」です。 

充実した夏休みを過ごすために 
これから始まる夏休みは、学校のチャイムから離れ、子どもたちが自ら進んで「生きた体験」に挑戦できる絶好のチャ

ンスです。これからの未来、子どもたちはAIやロボットを「使う側」になります。その時に最も必要とされるのは、答

えを調べる検索力だけでなく、「相手の痛みがわかる想像力」や、「ゼロから新しいものを生み出す創造力」です。この

夏休みは、ぜひご家庭でも、虫捕りや料理の手伝い、地域のお祭りへの参加など、デジタル画面から一歩離れた「本物の

体験」をたくさん積ませてあげてください。 

最後になりますが、夏期は熱中症や水の事故など、健康と安全への配慮が特に必要な季節です。学校でも繰り返し指導

いたしますが、ご家庭でも規則正しい生活を心がけ、安全で有意義な休暇をお過ごしいただけますようお願いいたします。 

ひと回りたくましくなった子どもたちと、８月の登校日に笑顔で会えることを楽しみにしています。 

 
▷ 今月の学校だよりの文章は、生成AＩが作成したものです。Gemini（ジェミニ）に「最初に時節の挨拶を入れて、チャ 

ッピーを話題にした１２００字程度の７月の小学校学校だよりを作って」と入力して作りました。私の意図した【チャッピー】は、 

映画のAＩロボットではなく、チャットGPTの愛称だったのですが、さすがにその意図を読み取ることは難しかったよう 

です。【一学期】という言葉は江別市とは合っていませんし、犬型ペットロボットチャッピーがあったことは知りませんで 

した。生成AＩは日々学習を続けています。そのうち、これらの違和感を修正するのも時間の問題のような気がします。 

生成AＩの回答をどのように活用するか、我々人間も日々学習していくことが必要となります。常日頃から学んでいるこ 

とをどのように使うかという「人間力」が、今後求められることになります。 

江別市立いずみ野小学校 学校だより  

  

令和８年７月２４日(金) 第５号（通算４６３号） 
教育目標 豊かな心と 確かな力で 未来を切り拓く子 

重点目標 未来につなぐ  

－30th Izumino dream 子どもたちが主役で、誰もが取り残されない学校－ 

江別第三中学校区めざす子ども像 

 夢へのチャレンジ 仲間とともに 未来をひらく子ども 

 



８月の行事予定
㋲：モジュール学習　心：心の相談員　SC：スクールカウンセラー

日 曜 日課 行事 給 心 SC

1 土 夏季休業

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木 　　プール開放

7 金

8 土

9 日

10 月

11 火 　　山の日　プール開放

12 水 　　学校閉庁日

13 木 　　学校閉庁日

14 金 　　学校閉庁日

15 土

16 日

17 月 　　プール開放

18 火

19 水

20 木 　　プール開放

21 金

22 土

23 日

24 月
　　職員会議(9:00-)
　　転入受付(13:30-)

25 火 A
夏休み明け集会　教育実習（-9/18)
夏休み作品展（-9/4)　図書返却（高）
草取りウィーク

〇

26 水 B 図書返却（低） 〇

27 木 A ALT 〇

28 金 A ALT　委員会⑤ 〇 〇

29 土

30 日

31 月 A フッ化物洗口 〇 〇

夏季休業中の電話・メールについてご確認ください

・学校の電話対応時間は、８：００～１６：３０です。

＊ 休業日・学校閉庁日は、教育委員会への転送電話と

なります

・ 緊急の場合の連絡はtetoruで配信します

～ご理解とご協力の程、よろしくお願いいたします～

プール開放利用の場合
校内の工事に伴い、次の点が例年と異なり

ます。ご確認ください。

〈プール開放日〉

①７月２８日（火） ②７月３１日（金）

③８月 ６日（木） ④８月１１日（火）

⑤８月１７日（月） ⑥８月２０日（木）

午前の部：１０時００分～１２時００分

午後の部：１３時００分～１５時３０分

道路工事がはじまります
７月中旬より、「元江別中央通（地図の箇

所）」の工事がはじ

まります。

付近を通って登下校

する子もいると思いま

す。安全に注意して通

行するよう、ご家庭で

の声がけをお願いします。

修学旅行に行ってきました！
６年生は、15日（水）と16日（木）の２

日間、小樽・留寿都方面に修学旅行に出かけ

てきました。

グループでの自主

研修やラフティング、

ホテルでのひととき

など、楽しい時間を

過ごすことができまし

た。小学校生活の思い

出がまた一つ増えたようです。

小麦追跡学習
３年生は、総合的な学習の時間で「小麦追

跡学習」に取り組みました。江別の小麦生産

の様子を学んだあとに、製粉・製麺体験を行

いました。普段なかなか取り組めない貴重な

体験に、大喜びの３年生でした。

子ども相談支援センター 0120-3882-56

24時間子供SOSダイヤル 0120-0-78310

（メール相談）sodan-center@hokkaido-c.ed.jp 

悩みがあれば

相談を・・・

・駐輪場がグラウンドになります。自転

車をグラウンドに止め、スロープをあ

がってプールに向かってください。

・自家用車は校舎前の駐車場をご利用く

ださい。グラウンドに回り、スロープ

をあがってプールに向かってください

夏休み明けの「心

の教室」相談も

ご活用ください


